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一
三
九

親

鸞

の
龍

樹

理

解

―

正

定

聚
―

本

多

静

芳

は

じ
め
に

～
親
鸞
の

「正
定
聚
不
退
転
」
と

龍
樹
の

『十
住
毘
婆
沙
論
』
～

親
鸞

の
浄
土
教
理
解

は
、
「唯
以
信
心
」、
す
な
わ
ち
、
「唯
、
信
心

を
以
て
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
信
心
が
仏
道
成
就
の
正
因
と
い
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
本
願
他
力
の
信
心
に
よ
る
証
で
あ
る
現
生
の
利
益
が
、
正

定
聚

・
不
退
転
と
も
示
さ
れ
る
。

正
定
聚

・
不
退
転
は
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
菩
薩
の
階
位

の

一
つ
と

し
て
理
解
さ
れ
、
誥
説
あ
る
が
、
『理
路
本
業
経
』、
『華
厳
経
』
な
ど

の
五
十

二
位
説
に
よ
る
も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
五
十
二

位
説
に
よ
れ
ば
、
十
信
、
十
住
、
十
行
、
十
回
向
、
十
地
、
等
覚
、
妙

覚
と
な

り
、
そ
の
十
地

の
第

一
位
を
歓
喜
地
と
も
、
不
退
転
地
と
も
、

阿
惟
越
致
と
も
、
阿
毘
賊
致
な
ど
と
も
い
い
、
必
定
不
退

の
菩
薩
の
実

践
徳
目
が
願
と
行
に
わ
た
っ
て
縷
々
注
釈
さ
れ
て
い
る
。

初
歓
喜
地
と
も
呼
ぼ
れ
る
こ
の
正
定
聚
の
位
が
、
特
に
龍
樹
の

『十

住
毘
婆
沙
論
』

「易
行
品
第
九
」

に
阿
弥
陀
仏

の
仏
名

へ
の
聞
名

・
称

名
に
支
え
ら
れ
た
信
と
し
て
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
『十

住
毘
婆
沙
論
』
(以
下

『十
住
論
』)
は
、
特
に
後
代
、
浄
土
教
に
よ
っ
て

重
要
視
さ
れ
、
ま
た
親
鸞
の
浄
土
教
理
解
に
お
い
て
も
看
過
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『十
住
論
』
は
、
浄
土
教
の
中
だ
け
で
な
く
、

同
時
に
大
乗
の
菩
薩
の
仏
道
体
系
の
中

で
重
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
乗
仏
教
に
お
け
る
菩
薩
の
特
徴
は
、
発
菩
提
心
に
支
え
ら
れ
た
誓
願

の
成
就
と
し
て
展
開
し
、
『十
住
論
』

の
第

二
、
三
、
四
品
で
菩
薩

の

初
地
そ
の
も
の
が
、
第
五
品
で
菩
薩

の
願
が
、
第
六
品
で
菩
提
心
の
実
・

不
実

の
あ
り
よ
う
が
、
そ
し
て
、
第

二
十
七
品
ま
で
初
地
を
求
め
る
菩

薩

の
行
と
果
が
示
さ
れ
る
。

特
に

『十
住
論
』
で
大
乗
菩
薩
道
を
歩
む
も
の
が
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
こ
と
は
、
菩
薩
の
死
と
さ
れ
る

「堕
二
乗
」
の
危
険
性

で
あ
る
と

「易
行
品
第
九
」
に
示
さ
れ
る
。
親
鸞
も
、
こ
の

「易
行
品
」

を
重
視
し
て
い
る
が
、

「菩
薩

の
死
」
と
は
堕

二
乗
と
示
さ
れ
る
自
我

的
関
心
に
堕
ち
こ
み
、
他
の
い
の
ち
と
の
関
わ
り
を
失
う
こ
と
と
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
自
我
の
狭

い
生
き
方
に
閉
じ
こ
も
り
、
他
者
と
の
関
係
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親
鸞
の
龍
樹
理
解

(本

多
)

一
四
〇

や
社
会

の
問
題
を
見
い
だ
さ
な
く
な
る
よ
う
な

「心
の
問
題
」
と
し
て

仏
教
を
偏

っ
て
理
解
す
る
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。
『十
住
論
』
に
は
、
次

の
よ
う

に
示
さ
れ
る
。

問
日
。
是
阿
惟
越
致
菩
薩
初
地
如
先
説
。
至
阿
惟
越
致
者
。
行
諸
難
行
久

之
可
得
。
或
堕
声
聞
辟
支
仏
地
。
若
爾
者
是
大
衰
患
。
如
助
道
法
中
説
。

　ユ

　

若
堕
声
聞
地

及
辟
支
仏
地

是
名
菩
薩
死

則
失

一
切
利

以
下
偶
略
。

こ
の
自
問
自
答

の
や
り
と
り
は
続
く
長
行
で
、
た
と
え
地
獄
に
堕
ち

て
も
再
び
仏
道
を
歩
む
可
能
性
が
あ
る
の
で
畏
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

大
乗
菩
薩
に
と
っ
て
二
乗
に
堕
す
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
自
利
に
の
み

ふ
け
り
、
二
利
双
行
を
永
遠
に
知
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
「菩
薩
の
死
」

と
も
、

ま
た

「敗
懐
の
菩
薩
」
と
も
よ
ぼ
れ
る
と
解
説
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
『十
住
論
』
「入
初
地
品
第
二
」
に
は
、
自
ら
無
上
菩
提

心
を
起

こ
す
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
仏
力
に
よ
っ
て
の
み
必
定
地

(初

地
)
に
入
れ
ら
れ
、
「是
の
仏
の
十
力
を
知
る
為

の
故
に
、
大
心
も
て
願

　　
　

を
発
し
、
即
ち
必
定
聚
に
入
る
」
し
か
な
い
生
死
の
苦
海
に
あ
え
ぐ
鈍

根
解
慢
、
随
愛
―、
顛
倒

の
衆
生

の
た
め
に
こ
の
論
が
説
か
れ
て
い
る
こ

と
を
示
す
。
そ
し
て
、

「阿
惟
越
致
相
品
第
八
」
に
は
、
そ
れ
を
敗
懐

の
菩
薩

と
示
し
、
そ
の
敗
懐

の
菩
薩

の
姿
こ
そ
が
ま
さ
に
仏
力
を
得
る

資
用
と
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
正
に
阿
弥
陀
仏

の
力
用
を
説
く

『十

住
論
』

の
趣
旨
が
展
開
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『十
住
論
』

の
論
旨
は
、
鈍
根
解
慢

の
衆
生
、
す
な
わ
ち

凡
夫
が
、
や
が
て
敗
懐
す
る
菩
薩
と
な
っ
て
も
、
そ
こ
に
働
く
仏
力
が

成
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
地
の
菩
薩
た
ら
し
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
堕
二
乗
に
向
か
う
随
愛
、
顛
倒

の
あ
り
方
が
、
具
体

的
に
は
他
者
と
の
関
係
を
断
じ
て
い
く
と
い
う
二
利
の
喪
失
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
自
我
関
心
、
自
我
執
着
の
方
向

へ
、
逆
戻
り
し

な
い
あ
り
方
を
阿
惟
越
致
と
も
、
正
定
聚
不
退
転
と
も
呼
ば
れ
る
の
で

あ
る
。

聞
名
に
よ
る
信
心
を
明
確
化
し
、
大
乗
菩
薩

の
同
朋
精
神
を
具
体
的

に
生
き
た
親
鸞
の
正
定
聚

の
理
解

に
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
も

の
と
し
て
論
考
を
進
め
る
。

一
、
正
定
聚

の
語

の
経
緯

正
定
聚
の
言
葉
は
、
古
く
原
始
経
典
に
散
見
さ
れ
る
。
そ

こ
で
は
、

正
定
聚
が
、
邪
定
聚
や
不
定
聚
と
と
も
に
三
聚
と
し
て
用

い
ら
れ
、
仏

教
経
典
成
立

の
早

い
時
期
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

(3
)

い
る

。
こ

の
三

聚

に

つ

い

て
、

正

定

聚

は
、

「正

し
く

さ

と

り

を

得

る

に

定

ま

っ
た

類

聚

」

の
意

味

で

あ

り

、

邪

定

聚

は
、

「
さ

と

り

に

反

し
、

そ

こ

に
至

る

こ
と

の

で
き

な

い
類

聚

」
の
意

味

で

あ

り
、
不

定

聚

は
、

「正

定

聚

と

も

邪

定

聚

と

も

未

だ

定

ま

ら

な

い
類

聚

」

の
意

味

で
あ

る
。

こ

の
概

念

は
、
原

始

仏

教

に
始

ま

り

、

ア
ビ

ダ

ル

マ
仏

教

、

大
乗

仏

教

の

流

れ

を

通

し
、

ま

た

、

イ

ン
ド

・
中

国

・
日

本

や

、

そ

の
周

辺

の
仏

教

712



親
鸞
の
龍
樹
理
解

(本

多
)

一
四

一

文
化
圏

に
お
い
て
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
大
乗
経
典
に
お
い
て
、
華
厳
経
に
は

『六
十
華
厳
』
に
は
正
定

聚
の
語

は
見
ら
れ
な
い
が
、
『
八
十
華
厳
』
巻
六
に
、

各
令
如
須
弥
山
微
塵
数
衆
生
住
邪
定
者
入
正
定
聚　

　
　

各
令
如
須
弥
山
微
塵
数
衆
生
随
其
所
楽
生
於
天
上
。

と
、
須
弥
山

の
微
塵
の
数
ほ
ど
の
邪
定
聚
の
者
を
正
定
聚
に
入
れ
る
こ

と
を
述

べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
初
期
大
乗
仏
典
に
お
い
て

「正
定
聚
」

「三
聚
」

の
語

の
教
示

の
頻
度
は
高
く
な
く
、
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
大
乗
の

論
釈
に
お
い
て
で
あ
る
。

龍
樹

の
系
譜
か
ら
見
る
と
、
『大
品
般
若
経
』
(鳩
摩
羅
什
)
の
巻
十

七
に
は
、

復
次
須
菩
提
。
菩
薩
摩
詞
薩
行
六
波
羅
蜜
時
。
見
衆
生
住
於
三
聚
。

一
者
必

　
　
　

正
聚
。
二
者
必
邪
聚
。
三
者
不
定
聚
。

と
示
さ
れ
、
続
く
文

に
は
菩
薩
が
さ
と
り
の
た
め
に
六
波
羅
蜜
を
行
じ

て
仏
国
土
を
浄
め
る
時
、
邪
聚
の
衆
生
の
い
な
い
よ
う
に
誓
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
誥
の
衆
生
が
等
正
覚
に
向
け
て
生
き
る
こ
と
こ
そ
が
、
意

味
あ
る
人
生
と
な
り
、
大
乗
の
菩
薩
は
そ
の
こ
と
に
精
進
す
べ
き
こ
と

を
説
い
て
い
る
。
基
本
的
に
、
大
乗
に
お
け
る
自
利
利
他
の
実
践
が
、

特
定

の
人
の
み
に
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
他

の
い
の
ち
と
の
開
か
れ

た
あ
り
方

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
邪
定
聚

の
衆
生
を
課
題
に
す
る
生
き

方
と
い
う
こ
と
で
、
正
定
聚
と
い
う
言
葉
の
方
向
性
が
理
解
さ
れ
る
。

二
、
浄
土
経
典
に
お
け
る
正
定
聚

親
鸞

の
浄
土
真
宗
の
依
拠
と
な
る
魏
訳

『無

量
寿
経
』
で
は
、
第
十

一
願
文
と
下
巻
の
第
十

一
願
成
就
文
に
、

　
　
　

設
我
得
仏
。
国
中
人
天
。
不
住
定
聚
必
至
滅
度
者
。
不
取
正
覚
。

仏
告
阿
難
。
其
有
衆
生
。
生
彼
国
者
。
皆
悉
住
於
正
定
之
聚
。
所
以
者
何
。
彼

仏
国
中
。
無
誥
邪
定
及
不
定
疑
。

と
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
生
ま
れ
た
者
は
、
全
て
皆
必
ず
さ
と
り
を
開
く

の
に
決
定
し
た
正
定
聚
の
位
に
住
し
て
、
邪
定
聚

・
不
定
聚

の
者
が
い

な
い
こ
と
が
説
か
れ
る
。
仏
国
土
に
正
定
聚

の
み
あ
っ
て
、
他

の
二
聚

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
『大
品
般
若
経
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、
『無
量

寿
経
』
で
は
仏
国
土
の
特
質
と
し
て
強
調
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
よ
り

古
い
訳

の

『大
阿
弥
陀
経
』
『平
等
覚
経
』
で
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る

文
言
は
見
ら
れ
ず
、
仏
国
土
に
生
じ
た
者
が
正
定
聚
に
住
す
る
と
は
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
魏
訳
よ
り
新
し
い

『如
来

会
』
『荘
厳
経
』
で
は
、

　　
　

細
か
な
差
異
は
あ
る
が
、
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
魏
訳
と
同
様
と
さ
れ
る
。

(な
お
、
不
退
転
の
語
は
、
『無
量
寿
経
』
第
四
七
願
、
及
び
同
十
八
願
成
就
文

そ
の
他
に
見
ら
れ
、
仏
国
土
に
至
れ
ば
不
退
転
に
住
す
る
こ
と
が
説
示
さ
れ
て

い
る
。)

す
な
わ
ち
、
『無
量
寿
経
』
に
お
い
て
は
現
生
に
お
け
る
正
定
聚
と

い
う
こ
と
が
課
題
と
し
て
明
確
化
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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親
鸞
の
龍
樹
理
解

(本

多
)

一
四

二

三
、
龍
樹

の
論
書

に
お
け
る
正
定
聚

龍
樹

の
仏
道
理
解
に
お
い
て
重
要
な

『大
智
度
論
』
で
正
定
聚
の
語

は
、以

仏
神
通
力
抜
出
衆
生
令
往
正
定
聚
中
。
不
堕
三
悪
趣
。
是
名
浄
仏
土
。
(巻

　
　

　

九
三
)

と
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
悪
趣
に
堕
す
る
こ
と
が
な

い
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

龍
樹

の
論
書
と
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た

『十
住
論
』
が
正
定
聚
に
関

し
て
大

き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
『華
厳
経
』

「十
地
品
」
の
別
行
経
で
あ
る

『十
住
経
』
羅
什

(或
い
は

『十
地
経
』)

の
釈
論

で
あ
る
。
(世
親
の

『十
地
経
論
』
も
同
じ

『十
地
経
』
の
釈
論
で
あ

　り
　

る
が
、
十
地

の
説
明

に
関

し

て

『十

住

論
』
が
十
地

の
徳
を
強

調
し

て
い
る
の

　　
　

に
比
べ
る
と

『十
地
経
論
』
は
修
行
の
説
明
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。)
『十

住
論
』

で
は
、
初
地
を
不
退
転
地
と
し
、
入
初
地
こ
そ
が
菩
薩
の
重
要

な
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
生
に
お

け
る
正
定
聚
が
こ
こ
で
は
課
題
Z
な
っ
て
い
る
。

四
、
親
鸞
に
い
た
る
正
定
聚

正
定

聚
は
、
浄
土
教
経
典
に
お
い
て
は
、
浄
土
に
往
生
し
た
も
の
の

利
益
と
し
て
、
正
定
聚

の
位
に
入
つ
て
必
ず
滅
度
に
至
る
こ
と
、
そ
し

て
不
退
転
に
往
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
法
然

の

『選
択
集
』
に
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
『選
択
集
』
第

一
章
に
は
聖
道

・
浄
土
の
二
門
判
を
述

べ
て
い
る
が
、
私
釈
に
曇
鸞
の

『浄
土
論
註
』
冒
頭
の
文
を
引
用
し
て
、
「龍
樹
菩
薩

の

『十
住
毘
婆
沙

論
』
易
行
品
に
お
い
て
、
難
易
二
道

の
そ
れ
ぞ
れ
に
阿
毘
賊
致
が
あ
る

こ
と
」
「仏
力
が
住
持
す
れ
ぼ
即
ち
大
乗
正
定
之
聚
に
入
る
。
正
定
は

即
ち
是
れ
阿
毘
践
致
な
り
」'と
い
う
内
容
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
専
修
念
仏
に
よ
り
仏
力
に
住
持
さ
れ
る
こ
と
と
大
乗
正
定
之
聚

に
入
る
こ
と
、
そ
れ
が
不
退
転
で
も
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
現
生
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
法
然
に
お
い
て
は
正
定
聚
を
、
『無
量

寿
経
』

の
系
譜
を
通
し

て
浄
土
に
往
生
し
て
の
正
定
聚
と

『十
住
論
』
を
通
し
て
専
修
念
仏

に

よ
る
現
生
で
の
正
定
聚
と
い
う
現
当
二
世
に
亘
る
課
題
と
し
て
展
開
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
法
然
の
正
定
聚
の
課
題
を
現
生
で
得

ら
れ
る
も
の
と
明
確
に
解

釈
し
た
の
が
親
鸞
で
あ
っ
た
。
親
鸞
の
浄
土
教
理
解
か
ら
い
え
ぼ
、
他

力
回
向
の
信
心
を
獲
得
し
て
、
浄
土
往
生
が
定
ま
る
と
き
、
同
時
に
現

生
正
定
聚
も
定
ま
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
法
然
を
通
し
て
親
鸞

に
継
承
さ
れ
、
や
が
て
現
生
に
お
け
る
正
定

聚
と
し
て
発
揮
さ
れ
た
も

の
と
い
え
る
。

現
生
正
定
聚

の
語
は
、
『教
行
信
証
』
「信
巻
末
」
の

「現
生
十
種
益
」

に
、
正
定
聚
が
総
益
と
し
て
示
さ
れ
る
。

言

一
念
者
。
信
心
無
二
心
故
日

一
念
。
是
名

一
心
。

一
心
則
清
浄
報
土
真
因
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一
四
三

也
。
獲
得
金
剛
真
心
者
。
横
超
五
趣
八
難
道
。
必
獲
現
生
十
種
益
。
何
者
為

　ヨ

十
。
中
略
ゆ
十
者
入
正
定
聚
益
也
。

こ

の
現
生

と

正

定

聚

が
組

み
合

わ

さ

れ

て
合

成

さ
れ

た
誥

を
親

鸞

は

、

そ

の
晩

年

、

『
御

消
息

』

の
中

に
用

い
て
頻

繁

に
言
及

し

て

い
る
。

そ

の
用

例

を

概

観

し

て

み

る

と

『
御

消
息

集

』

第

一
に

、

真

実
信

心

の
行
人
は
、
.摂
取

不
捨

の
ゆ
ゑ
に
正

定
聚

の
位

に
住
す
。

こ
の

ゆ
ゑ
に
臨
終

ま

つ
こ
と
な

し
、
来
迎
た

の
む
こ
と
な
し
。
信

心

の
定
ま

る
と

　ま

き
往

生
ま
た
定

ま
る
な
り
。
来

迎

の
儀

則
を
ま
た
ず
。

と

あ

る

。

ま

た

、

同
第

十

一
に

は
、

信
心
を
え
た

る
ひ
と

は
、
か
な
ら
ず
正
定
聚

の
位

に
住
す

る
が
ゆ
ゑ

に
等

正
覚

の
位
と
申
す
な
り
。
『大
無

量
寿
経

』
に
は
、
摂

取
不
捨

の
利
益

に
定
ま

る
も

の
を
正
定
聚
と
な
づ
け
、
『無
量
寿

如
来
会

』
に
は
、
等
正
覚
と
説

き
た

ま

へ
り
。

そ
の
名

こ
そ
か
は
り
た
れ
ど

も
、
正
定

聚

・
等
正
覚

は
、

ひ
と

つ

こ
こ
ろ
、

ひ
と

つ
位

な
り
。
等
正
覚

と
申

す
位

は
、
補
処

の
弥
勒
と

お
な

じ

　む

位
な
り
。

と
示

さ

れ
、

聞

名

に
よ

る
信

心

成

就

の
人

は
、

現

生

に

お

い
て

必
ず

正

定

聚

め

位

に
住

す

る

こ
と

が
示

さ

れ

て

い
る

。

こ
れ

は
、

『
一
念

多

念

文

意

』

に
、

　あ
　

か
な
ら
ず
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
べ
き
身
と
な
る
が
ゆ
ゑ
に

と
端
的
に
し
め
さ
れ
、
親
鸞
に
お
い
て
晩
年
乏
く
に
現
生
に
お
け
る
正

定
聚
と

い
・つ
問
題
が
意
識
化

・
明
確
化
さ
れ
た
と
い
え
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
浄
土
教
経
典

の
系
譜
で
は
、
正
定
聚
は
浄
土

に
往
生

し
た
当
益
と
し
て
見
な
さ
れ
て
お
り
、
『無
量
寿
経
』

の
第
十

一
願

の

「定

聚

に
住

し

、

必
ず

滅

度

に
至

る
」

と

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

を

親

鸞

は
、

八
十

五

歳

の
撰

述

で
あ

る

『
浄

土

三
経

往

生

文
類

』

に

、

大
経
往
生
と

い
ふ
は
、
如

来
選
択

の
本
願

、
不
可
思
議

の
願
海
、

こ
れ
を
他

力
と
申
す
な
り
。

こ
れ
す
な
わ
ち
念
仏
往

生

の
願
因

に
よ
り

て
、
必
死
滅
度

の
願
果
を
う

る
な
り
。
現
生

に
正
定

聚

の
位
に
住
し

て
、

か
な
ら
ず
真
実
報

土

に
至
る
。

こ
れ
は
阿
弥
陀
如
来

の
往
相

回
向

の
真
因
な

る
が

ゆ
ゑ

に
、
無

上
涅
槃

の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
。

こ
れ
を

『
大
経
』

の
宗
致
と
す
。

こ
の
ゆ
ゑ

バあ
　

に
大
経
往

生
と
申

す
。
ま

た
難
思
議
往
生

と
申

す
な
り
。

と

明

確

に
、・
正
定

聚

を

現

生

の

こ

と

と
規

定

し

て

い
る
。

さ

ら

に

、
八

十

六

歳

撰

述

の

『
尊

号

真

像

銘

文

』

の

『
大

経

』
十

八
願

文

の
釈

に

は
、

如
来

よ
り
御

ち
か
ひ
を
た

ま
は
り
ぬ

る
に
は
、
尋
常

の
時
節

を
と
り
て
臨
終

の
称
念
を

ま

つ
べ
か
ら
ず
、
た

だ
如

来

の
至
心
信
楽

を
ふ
か
く
た
の
む
べ
し

と
な
り
。
こ
の
真
実
信

心
を
え
ん
と
き
、
摂
取
不
捨

の
心
光

に
入
り
ぬ
れ
ば
、

　り
　

正
定
聚

の
位

に
定

ま
る
と
み
え
た
り
。

と
示

さ
れ

る
。

結
語

従
来
、
臨
終
と
い
う
と
こ
ろ
に
集
約
し
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
浄
土

往
生

の
姿
が
、
現
生
で
正
定
聚
に
住
す
る
こ
と
で
往
生
即
成
仏
、
す
な

わ
ち
た
だ
ち
に
滅
度
に
至

る
と
い
う
形
で
浄
土
教
の
救
済
を
現
世
、
す

な
わ
ち
時
代

・
社
会
と

の
関
係
に
お
い
て
捉
え
直
し
て
い
く
態
度
が
親

鸞
に
お
い
て
、
よ
り
明
確
な
も
の
と
な

っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
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一
四
四

に
よ
っ
て
、
各
々
個
別
的
体
験
で
あ
る
自
身
の
臨
終

に
心
を
執
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
尋
常
、
平
生
の
い
の
ち
を
他
の
い
の
ち
と
共
な
る
関
係
、

す
な
わ
ち
無
限
の
い
の
ち
の
連
帯

の
中
に
生
き
る
念
仏
者
が
成
立
し
た

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
親
鸞
は
、
浄
土
教
を
教
条
化
し
た
死
せ
る
観
念

の
体
系

の
中
に
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
具
体
的
な
現

実
問
題

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
の
み
、
明
ら
か
に
な
り
、
そ
し
て
信
心

の
花
は
開

く
こ
と
を
示
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

1

『
大
正
親
脩

大
蔵
経

』

(以
下

『大
正
蔵
』
)

二
六

・
四
十

・
C
～
四

一
a

2

『
大
正
蔵
」

二
六

・
二
四

.
b
～

c

3

五
十
嵐

明
宝

『
正
定
聚
不
退
転

の
研
究

』
大
東
出
版
社
七
頁

に
、

「正
定

聚
」
に
関
す

る
記
述

の
う
ち
、
最
も
古

い
と
思
わ
れ
る
文
章

の

一
つ
は
、
漢

訳

で
は

『
長
阿
含
経

』
八
、
衆

縁
経
第
五

の
文
と
、

そ
れ
に
関
す

る
単
独

経

典

『
大
集
法
門
経
』
と

に
出

て
い
る
も

の
で
あ
る
」
と
あ

る
。

4

『
大
正
蔵
』
十

・
二
九

・
b

5

『
大
正
蔵
』
八

・
三

四
八

・
a

6

『
浄
土
真
宗

聖
典

―
注
釈
文
―
』

(以
下
、

『注

釈
版

』
)
浄
土
真
宗
本
願

寺
派

発
行

一
七
頁

・
『
大
正
蔵
』
十

二

・
二
六
八

・
a

7

『
注
釈
版
』

四

一
頁

・
『大
正
蔵
』
十

二

・
二
七

二

・
b

8

五
十
嵐
明
宝

『
正
定
聚
不
退
転

の
研
究
』
大
東
出
版
社
六

五
頁
参

照

9

『
大
正
蔵
』

二
五

・
七

一
二

・
c

10

『
大
正
蔵
』

二
六

・
二
三

・
a

11

『
大
正
蔵
』

二
六

・
一
二
七

・
a

12

『
注
釈
版
』

二
五

一
頁

・
『大
正
蔵
』

八
三

・
六
〇
七

.
b

13

『
注
釈
版
』

七
三
五
頁

・
『
大
正
蔵
』

八
三

・
七

一

一
.
a

14

『
注
釈
版
』
七
五
八
頁

15

『
注
釈
版
』
六
八
○
頁

16

『
注
釈
版
』
六

二
五
頁

17

『
注
釈
版
』
六

四
四
頁

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉
正
定

聚
、
親
鸞
、
龍
樹
、
不
退
転(武

蔵
女
子
大
学
助
教

授
)
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